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The purpose of this paper is to publish the translation of Minatoke Monjo (湊家文書, Minato family archives) 
and, by analyzing this ancient document, to shed light on (1) the structure of local communities in the Akita 
Domain and (2) the characteristics of the management of arable land.
Every local community in Akita Domain consisted of a hongo (本郷), a single central village or a hub village, 
and several shigos (枝郷), branch villages under the administration of the hongo. The headman of the hongo village 
was called the kimoiri (肝煎). As the kimoiri of Arase village (present Ani-arase district, Kita-akita City, Akita 
Prefecture), the Minato family preserved the Minatoke Monjo archives from the eighteenth to nineteenth century. 
In this thesis, we translate about 70 important documents from the Minatoke Monjo to elucidate the following 
points.
First, the relationship between local communities in the domain was extremely hierarchical. The annual 
tribute and financial affairs of shigos were managed only by the kimoiri of the hongo. Furthermore, among several 
kimoiris a nengyoji (年行事) was chosen as the representative responsible for administration of wide areas.
Second, the development of paddy fields and digging of irrigation channels continued in the upstream region 
of the Anigawa River until the late nineteenth century. The kimoiri played an important role in the management 
of these arable plots. Rice was also stored to deal with famines.
Third, changes could be seen in the relationship between local communities in the latter half of nineteenth 
century. Shigos grew in strength to rival the hongo in establishing village agreements. Each shigo also came to 
manage the stored rice individually.
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畝 歩 畝 歩 畝 歩 畝 歩
荒  瀬 414 .28 (55) 299 .17 (40) 36 .15 ( 5) 751 .00
萱  草 222 .02 (43) 267 .02 (51) 30 .16 ( 6) 519 .20
笑  内 202 .10 (40) 281 .07 (56) 20 .10 ( 4) 503 .27
根  子 356 .15 (63) 181 .12 (32) 32 .21 ( 6) 570 .18 *1
伏  影 290 .08 (61) 162 .06 (34) 21 .04 ( 4) 473 .18
比立内 1679 .11 (40) 2309 .26 (56) 162 .06 ( 4) 4151 .13 *2
打  当 1390 .19 (56) 1003 .28 (41) 84 .00 ( 3) 2478 .17
土  倉 234 .02 (45) 273 .01 (53) 12 .02 ( 2) 519 .05 *3
合　計 4790 .05 (48) 4778 .09 (48) 399 .14 ( 4) 9967 .28 *4
附　表
 田(%)  畑(%)  屋敷(%) 合　計
図 5　寛文 12 年検地における荒瀬村とその周辺村々の
反別
出所）「阿仁銅山片付木山沢絵図」（人間文化研究機構国文学研
究資料館蔵、出羽国久保田小貫家文書 25C/00392）、寛文 12年 8
月 11日「（比立内村検地帳）」（湊榮興家文書 1、竪 1）、寛文 12
年 8月 16日「（笑内・根子・伏影・荒瀬・萱草・土倉村検地帳）」（湊
























荒　瀬 19.797 14.796 0.280 34.873 ― 1.390 5.065 6.455 3.650［ 14］ 25.809 12.983 38.792 6.186 44.978
萱　草 13.091 5.950 0.307 19.348 ― 2.376 3.757 6.133 3.053［ 17］ 27.734 ― 27.734 0.800 28.534
笑　内 9.451 6.751 0.570 16.772 ― 2.421 4.010 6.431 2.033［ 11］ 20.891 2.022 22.913 2.323 25.236
根　子 10.547 14.674 2.070 27.291 ― 0.324 3.412 3.736 3.270［ 18］ 21.334 5.608 26.942 7.356 34.298 *2
伏　影 15.327 8.720 0.622 24.669 ― 1.804 2.041 3.845 2.113［  9］ 21.825 5.720 27.545 3.082 30.627
比立内 69.363 63.866 3.668 136.897 4.909 9.009 37.737 51.655 16.220［ 57］ 70.567 56.269 126.836 77.933 204.769 *3
打　当 41.260 58.172 7.350 106.782 ― 5.206 16.607 21.813 8.400［ 38］ 65.002 31.865 96.867 40.128 136.995
土　倉 10.527 8.150 0.618 19.295 ― 0.238 5.302 5.540 1.207［  7］ 18.389 5.439 23.828 2.214 26.042





表 1　寛文 12 年検地における荒瀬村とその周辺村々の村高






125町 9反 5畝 27歩、畑は 41町 9反 7畝 29歩で、
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寛文12年 1672 385.927 105.608 39.946 531.479 *1 1･2･3
延宝  4年 76 14.698 0.070 0.193 14.961 *2 4･5･6
5年 77 7.975 0.000 0.000 7.975 7
6年 78 18.184 0.925 1.512 20.618 *3 7･8
天和  2年 82 38.860 1.235 3.128 43.223 *4 9
貞享  3年 86 5.836 0.719 4.538 11.093 12
元禄  8年 95 10.687 0.000 0.507 11.194 13
15年 1702 0.856 0.729 1.602 3.187 14
宝永  8年 11 24.610 0.970 1.757 27.337 *5 18･19
享保  8年 23 18.987 1.058 1.138 21.183 ― *6 *7 ― ― 22･23
10年 25 29.527 0.533 2.936 32.996 24
15年 30 4.519 0.120 1.133 5.772 29
17年 32 0.000 0.715 1.572 2.287 31
18年 33 4.108 0.102 0.680 4.890 32
寛保  3年 43 97.505 1.093 1.575 100.173 *8 *9 36･37
明和元年 64 7.379 9.586 4.590 21.555 *10 47
9年 72 3.720 6.721 0.640 11.081 *11 50
安永  3年 74 3.976 1.203 0.935 6.114 55
寛政  6年 94 3.812 2.703 0.000 6.515 *12 71
11年 99 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
享和元年 1801 5.069 0.033 0.000 5.102 *13 75
文化14年 17 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
文政  7年 24 53.445 13.879 3.813 71.137 *14 *15 101･102
天保  2年 31 32.105 0.438 0.400 32.943 *16 119
12年 41 3.133 0.287 0.000 3.420 *17 *18 137
嘉永  6年 53 31.641 0.021 0.153 31.815 *19 *20 164































































































安永  6年 1777  ―  ― 95.622 19.417 50.840 12.385  ―  ― 58
8年 79 484.003 232.549 68.022 19.417 41.240  ―  ―  ― 61
天明  3年 83 484.003 232.549 68.022 19.417 41.240 12.385 857.616 395.023 67
享和元年 1801 490.043 *1 236.414 74.614 19.702 50.973 36.965 908.711 414.744 76
文化  4年 7 490.043 *1 236.414 74.614 19.702 50.973 36.965 908.711 414.744 84
6年 9 490.043 *1 236.414 74.614 19.702 50.973 36.965 908.711 414.744 85
9年 12 490.043 *1 236.414 74.614 19.702 50.973 36.965 908.711 414.744 89
文政  3年 20  ― *1 237.666 *2  ― *3 20.488 51.007 36.965  ―  ― 95
5年 22 490.253 *1 237.666 *2 87.747 *3 20.488 51.007 36.965 924.126 *4 421.119 97
6年 23 492.153 *1 240.056 *2 88.993 *3 20.488 51.007 36.965 929.662 423.584 100
9年 26 492.153 *1 289.676 *2 89.145 *3 28.291 51.007 36.965 987.237 446.924 104
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使途 安政4年 5年 6年 万延元年
堰筋丁場渡 （4101.500） ― ― ―
鉄鋼・道具など （1280.470） 243.390 716.000 131.630
米・味噌 （2228.950） 178.200 1694.100 880.500
堰堀・定雇・日雇代 （5970.086） 1518.500 2766.550 1958.750
雑用（諸材木など） （887.875） 1171.123 463.803 741.260












起帰り 卯 0.247 *1   ― 0.248 *2 0.495（    2）
畑返り
卯 1.588   ― 1.587 3.175
辰 0.032 0.221 0.032 0.285
巳 0.356 1.004 0.357 1.717
1.976 1.225 1.976 5.177（  24）
新　発
卯 0.506 0.164 0.507 1.177
辰 4.189 1.258 4.188 9.635
巳 0.137 0.272 0.137 0.546
午 0.189 4.595 0.189 4.973
5.021 6.289 5.021 16.331（  74）
合 計（％） 7.244（ 33） 7.514（ 34） 7.245（ 33） 22.003（100）
出所）「御検地出高調」（湊榮興家文書 200、状 24）より作成（記載例は［史料 46］参照）。
注）―は該当なし。*1と *2は 2筆の合計。
表 5　慶応 3（卯）年検地における辛労免高
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このうち Aは 62点中 22点、Bは 40点で、内訳で
は B1が 33点と最も多かった（注 57）。
次に年代による変化をみてみよう。18世紀の証
文は 6点と少なく、全て（A）売買証文であるが（1
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№ 和暦 西暦 支 月 表題 売主・借主 買主・貸主 売買・貸借額（米）
元利返済 売買・抵当地 分類 番号利息 期限
1 寛保元年 1741 酉 4 永代売渡申田地之事 荒瀬村肝煎長左衛門 中村（苗字）平之丞 銭 45貫文 ― ― 田地（郷高5石2升7合・600苅） Ａ1 史料2
2 寛延 2年 1749 巳 2 永代売渡申田地証文之事 幸や（屋）村多治助 水無村斎藤久四郎 銭 46貫文 ― ― 田11筆・畑3筆・屋敷3筆（合計4石5斗4升1合） Ａ1 史料3
3 2年 1749 巳 2 永代売渡申田地証文之事 戸鳥内村治五兵衛 水無村斎藤久四郎 銭 27貫800文 ― ― 田10筆・畑1筆（合計 6石5斗5升2合のうち3石5斗3升7合） Ａ1 39
4 明和 7年 1770 寅 4 永代売渡申田畑証文之事 荒瀬村善兵衛 水無村斎藤久四郎 銭12貫文 月3歩 当12月 田3筆・畑1筆（郷高合計 2石5升） Ａ2 史料 4
5 安永 2年 1773 巳 5 永代売渡屋敷証文之事 荒瀬村与右衛門 前田村加々屋作兵衛 銭7貫文 ― ― 屋敷1筆（1斗4合、ほかに7合本畑代あり） Ａ1 52
6 2年 1773 巳 5 永代売渡田地証文之事 荒瀬村与右衛門 前田村加々屋作兵衛 銭 49貫88文 ― ― 田9筆（合計4石4斗 9升3合）・苗代4枚 Ａ1 53
7 文化元年 1804 子 3 借用申証文之事 荒瀬村清之丞 加々屋長右衛門 調銭13貫800文 月3歩 当8月 田（4斗8升・200苅）・屋敷1筆 Ｂ1 77
8 2年 1805 丑 9 銭借用証文之事 荒瀬村湊長左衛門 前田村庄司兵蔵 調銭 25貫文 7貫文 辰年 田地（700苅） Ｂ1 史料10
9 4年 1807 卯 8 永代売渡田地証文之事 幸屋村清十郎 畑町桜田平五郎 銭10貫文 ― ― 田2筆（合計 2斗8合） Ａ1 83
10 6年 1809 巳 12 銭借用証文之事 湊長左衛門 斎藤源蔵 調銭100貫文 年米1石7斗5升 卯年
田4筆（合計3石1斗 6升・700苅、ほかに
空地 300苅） Ｂ2 80
11 7年 1810 午 4 銭借用証文之事 湊長左衛門 前田村庄司兵蔵 調銭 50貫文 月1歩半 当10月 田地（500苅） Ｂ1 史料11
12 文政 4年 1821 巳 11 田地売券証文之事 荒瀬村清之丞 庄司兵蔵 銭 20貫文 年米 5斗 寅年 田4筆（合計4斗8升・200苅） Ａ3 史料12
13 7年 1824 申 12 田地質入銭借用証文之事 比立内（村）弥太郎 畑町寅助 調銭15貫文 月2歩半 戌年 田1筆（7斗 9合） Ｂ1 史料15
14 8年 1825 酉 12 借用証文之事（写） 土倉村彦之丞 斎藤源蔵 米1石1斗2升・籾2石 ― 戌12月 林1か所・畑1枚 Ｂ1 103
15 10年 1827 亥 10 銭借用証文之事 湊長左衛門 庄司兵蔵 調銭 34貫文 年米1石 辰年 田3筆（合計1石9斗 9升7合・400苅） Ｂ2 史料17
16 12年 1829 丑 2 銭借用証文之事（写） 土倉村庄兵衛 斎藤源蔵 調銭 21貫208文 月2歩 当12月 雑木林1か所 Ｂ1 103
17 13年 1830 寅 正 林売渡証文之事 土倉村地主藤右衛門ら3人 相滝村長兵衛ら3人 調銭 5貫文 ― ― 林1か所 Ａ1
前稿 
史料24
18 天保 3年 1832 辰 5 屋敷売券証文之事 湊長蔵 湊長左衛門 銭 20貫文 ― ― 屋敷1筆（4升8合、裏畑含む） Ａ1 151
19 3年 1832 辰 6 畑売券証文之事 荒瀬村平之丞 湊長左衛門 銭12貫60文 年大豆3斗（作徳） 申年 畑2筆（合計3升5合） Ａ3 史料18
20 3年 1832 辰 11 銭借用証文之事 幸屋渡村長助ら2人 畠町喜惣兵衛 調銭13貫600文 月2歩半 巳4月 田地（100苅）・苗代・畑2枚 Ｂ1 150
21 3年 1832 辰 12 田地売券証文之事 五郎惣 庄司兵蔵 調銭 22貫文 年米 5斗 未年 田5筆（合計1石1升 6合・250苅） Ａ3 120
22 4年 1833 巳 5 畠見済手形之事 伏影村長太 山田寅五郎 調銭 2貫500文 （月）2歩半 当12月 畑2筆（合計 6升5合） Ｂ1 150
23 4年 1833 巳 9 田地書入銭借用証文之事 野尻村甚兵衛 加々屋長四郎 調銭 20貫文 年米 5斗 卯年 田5筆（合計 7斗5升1合・200苅） Ｂ2 150
24 5年 1834 午 正 田地書入銭借用証文事 おわ渕村喜右衛門 山田寅五郎 調銭 5貫文 （年）米 2斗5升 申年 田2筆（合計 2斗 6升1合・100苅） Ｂ1 150
25 5年 1834 午 2 田地永代売券証文之事 伏影村東四郎 畠町山田寅五郎 調銭 55貫文 ― ― 田11筆（合計 2石6斗 9升1合・550苅） Ａ1 123
26 5年 1834 午 2 田地書入銭借用証文之事 伏影村正左衛門 山田寅五郎 調銭 5貫文
（年）大豆3
斗5升 戌年 畑3筆（合計 2斗7升3合） Ｂ1 150
27 5年 1834 午 3 田地書入証文之事 ふしかけ（伏影）村伊之助 畠町山田寅五郎 調銭12貫文 （月）2歩半 未 2月
田2筆（1石6斗 6升 6合・300苅、うち
200苅を書入） Ｂ1 150
28 5年 1834 午 8 田地書入銭借用証文之事 幸屋村清三郎 山田寅五郎 調銭10貫文 月2歩半 当12月 田5筆（合計1斗5升2合・200苅） Ｂ1 150
29 5年 1834 午 9 田地書入銭借用証文之事 伝蔵 山田利左衛門 調銭17貫文 月2歩半 未12月 田4筆（合計4斗3升5合・300苅） Ｂ1 53




門 調銭 4060貫文 月8朱 巳年 田地（合計 2万300苅） Ｂ1 史料21





32 8年 1837 酉 3 田地書入銭借用証文之事 笑内村小兵衛 畠町加々屋長四郎 調銭 30貫文 ― 午年 田5筆（合計 7斗5升7合・300苅） Ｂ1 150
33 8年 1837 酉 7 田地書入銭借用証文之事 伏影村長多 山田利左衛門 調銭15貫文 米 2斗5升 当12月
田4筆（合計1石2斗 9升5合のうち4斗3
升 6合・100苅） Ｂ1 150
34 9年 1838 戌 5 銭借用証文之事 笑内（村）三十郎 山田利左衛門 銭12貫500文 月2歩半 （破損） 田地 Ｂ1 150
35 9年 1838 戌 7 田地見済銭借用証文之事 伏影村長太 山田利左衛門 調銭 8貫文
年米1斗2
升5合 ― 田4筆（合計1石2斗 9升5合のうち50苅） Ｂ1 150
36 10年 1839 亥 5 田地永代売券証文之事 荒瀬村五郎惣 山田理左衛門 銭 620貫文 ― ― 田6筆（合計3石3斗1升4合・600苅）・苗代4枚・苗代畑1枚 Ａ1 53
37 10年 1839 亥 5 田地売券証文之事 幸屋村之内大平甚助 畠町加々屋長四郎 調銭 450貫文 年米 2石7斗5升 卯年 田12筆（合計3石5斗 6升7合・1100苅） Ａ3 150
38 10年 1839 亥 6 田地家屋敷書入銭借用証文之事 荒瀬村加々屋五郎惣 山田理左衛門 調銭 300貫文 月2歩 丑年
田5筆（合計1石6斗5升8合・300苅）・
苗代22・屋敷 Ｂ1 135
39 10年 1839 亥 6 田地見済銭借用証文之事 伏影村庄兵衛 山田利左衛門 調銭 20貫文 月3歩 当12月 田1筆（5升 6合・100苅） Ｂ3 150





41 10年 1839 亥 11 永代売渡田地売券証文之事 小倉村八助
銀山町加々屋長四
郎 調銭 200貫文 米 5斗 子12月 田2筆・畑１筆（合計3斗8升4合・200苅） Ａ3 150
42 11年 1840 子 7 銭借用添証文之事 五郎惣 山田利左衛門 銭 50貫文 月3歩半 当12月 田地・屋敷 Ｂ1 77




文 月3歩 丑 6月
田45筆（郷高合計 8石3斗1升5合・2000
苅） Ｂ2 150
44 12年 1841 丑 正 田地書入銭借用証文之事 打当村鈴木長兵衛 山田利左衛門 正金 7両
年米1石7
斗5升 未年 田12筆・畑1筆（合計 2石9斗3升7合） Ｂ1 150
45 12年 1841 丑 3 畑書入証文之事 あらせ（荒瀬）村五郎惣 山田利左衛門 銭 86貫文 月3歩半 当10月 畑2枚 Ｂ1 188
46 14年 1843 卯 11 田地売券証文之事（写） 加々屋彦左衛門 加々屋藤左衛門 銭1900貫文 年米 5石（作徳） 未年
田地（当高3石7斗4合、うち1石2斗4升
3合は辛労免） Ａ3 史料25
47 14年 1843 卯 12 米借用証文之事 桜田善左衛門 ― 米軽升5石 （月）2割半 辰12月 田地（300苅） Ｂ1 151
48 14年 1843 卯 12 田地書入借用証文之事 桜田善左衛門 伊藤惣吉 通用預500貫文 （破損） 辰夏 田地（600苅） Ｂ1 151
49 15年 1844 辰 8 林売券証文之事（写） 斎藤源蔵 （破損） 銭 300貫文 ― ― 雑木林2か所 Ａ1 103





51 嘉永 2年 1849 酉 正 田地永代相渡添証文之事 湊長左衛門 佐藤庄次・長名衆中 米 28石5斗 ― ― 田地（300苅） Ａ1 159
52 3年 1850 戌 3 屋敷売券証文之事 当村中村（苗字）宗助 当村万太郎 調銭 550貫文 ― ― 屋敷 2筆・畑2筆（合計 2斗4升 9合） Ａ1 151
53 4年 1851 亥 11 田地書入金子借用証文之事 荒瀬村湊長左衛門 三井治助 金10両 月2歩半 子5月
田8筆・不明（破損）1筆（合計5石4斗3
升8合・1000苅） Ｂ1 151
54 安政 5年 1858 午 3 畑書入銭借用証文之事 荒瀬村市右衛門 山田理左衛門 通札500貫文 月2歩 当12月 畑1筆（5升3合） Ｂ1 166
55 5年 1858 午 11 田地書入銭借用証文之事 湊長左衛門 山田理左衛門 通札 2500貫文 月2歩 当12月 田地（1000苅） Ｂ1 167
56 6年 1859 未 5 田地書入金子借用証文之事 湊長左衛門 山田理左衛門 金子10両 月2歩 当12月 田1筆 Ｂ1 168
57 7年 1860 申 3 銭借用証文之事 幸屋渡村久兵衛 ― 通札770貫373文 月2歩 酉4月 田地（200苅） Ｂ1 151
58 万延元年 1860 申 8 畑売券証文之事 長十郎 当村弥六 通用預300貫文 ― ― 畑1枚 Ａ1 173
59 文久 2年 1862 戌 正 借用証文之事（写） 萱草村吉右衛門 庄司兵五郎 金 35両 ― 向こう7か年（辰年か） 辛労免（当高11石6斗5升7合） Ｂ3 179
60 2年 1862 戌 2 田地永代売券証文之事 松橋佐太郎 佐藤三左衛門 金15両 ― ― 田4筆・畑1筆（1石2升8合・300苅） Ａ1 180
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料 40］・［史料 41］・［史料 42］・［史料 62］・［史料










のうち 111人から 5升ずつ計 5石 5斗 5升、翌 8






















村　名 ①米 ②内減米 ③残 ④内蒸米 ⑤同（残米） ⑥此蒸籾
本　郷 *1 85.561 0.023 78.544 2.699 75.845 126.408 
土　倉 10.104 0.829 9.275 0.319 8.956 14.927 
荒瀬川 17.040 1.398 15.642 0.538 15.104 25.173 
萱　草 30.431 2.502 27.929 0.960 26.969 44.948 
伏　影 26.559 2.179 24.380 0.838 23.542 39.236 
根　子 80.526 6.614 73.912 2.540 71.372 118.953 
笑　内 22.520 1.849 20.671 0.710 19.961 33.269 
幸屋渡 71.477 5.866 65.611 2.255 63.356 105.593 
幸　屋 37.315 3.063 34.252 1.177 33.075 55.125 
比立内 55.224 4.533 50.691 1.742 48.949 81.582 
戸鳥内 60.975 5.001 55.971 1.924 54.047 90.078 
中 28.961 2.377 26.584 0.914 25.670 42.784 
打　当 18.259 1.499 16.760 0.576 16.184 26.974 




表 7　慶応 4 年 9 月五升備米の本郷・枝郷引配り量
































































9/6 9/7 合計 9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 合計
本　郷 2.211 0.488 2.699 ― 58.200 34.800 25.200 8.208 126.408
土　倉 0.260 0.057 0.317 ― ― ― 12.000 2.864 14.864
荒瀬川 0.440 0.097 0.537 6.000 5.400 7.200 4.800 1.773 25.173
萱　草 0.786 0.173 0.959 23.400 6.000 3.600 9.000 2.954 44.954
伏　影 0.686 0.151 0.837 18.000 4.800 6.000 7.200 3.245 39.245
根　子 2.085 0.459 2.544 15.000 40.200 32.400 24.000 7.519 119.119
笑　内 0.582 0.128 0.710 24.600 0.600 0.600 6.000 1.466 33.266
幸屋渡 1.847 0.407 2.254 21.600 27.000 29.400 21.000 6.591 105.591
幸　屋 0.964 0.213 1.177 16.200 9.000 15.600 10.800 3.525 55.125
比立内 1.427 0.315 1.742 7.800 30.000 22.200 16.200 5.382 81.582
戸鳥内 1.575 0.347 1.922 12.000 29.400 25.200 18.000 5.477 90.077
中 0.748 0.165 0.913 9.000 10.800 12.000 8.400 2.584 42.784
打　当 0.472 0.104 0.576 3.000 6.000 10.800 5.400 1.772 26.972
合　計 17.187*1 805.160*2
出所）「人別五升備米村毎引配覚帳」（慶応 4年 9月「（人別五升備米村毎引配につき綴）」湊榮興家文書 206、綴 1所収）より作成。
注）―は該当なし。*1:表 7の④合計と近似。*2:表 7の⑥合計と近似。
表 8　慶応 4 年 9 月五升備米の本郷・枝郷引配り日
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料 60］・［史料 61］は、上記 9か所のうち「い
も台（いも岱・いものたへ）」の開発に関する
史料と考えられるが、詳細は不明である。
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（45） 安政 4年閏 5月「田地開発堰普請通」（湊榮興





















（53） ［史料 3］も A1の例であるが、売主によって
加判者に違いがある。
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［史料 2］













　寛保元年　　　　　　　　　　長 左 衛 門㊞
　　酉四月十七日　　　　　　同村長名請人




　　　　　　　　　　　　　　　専 右 衛 門
　　　　中村平之丞殿
［史料 3］









　　　　　内三石八斗四升四合　　   三 ツ 納
　　　　　　　　　　　　　　　  御開


































　　　　　　　　　　　　　　　儀 右 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　　肝煎















　　　　　　　　　　　　　　　儀 右 衛 門㊞　
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　　　　　　　　　　　　　　肝煎
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［史料 6］











































　天明三年卯　　　　　　　　　　長 左 衛 門　
　　四月廿一日
［史料 7］
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　天明五年巳　　　　　　　　　　長 左 衛 門　
　　九月廿三日　　　　　　　　　長 重 郎　
　　　　近藤六左衛門殿　　　　　五 郎 惣　


































































































































　寛政十二年　　　　　　　　　金 左 衛 門㊞　
　　申四月十九日　　　　　　同村長百姓
　　　　　　　　　　　　　　　六 郎 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　　小渕村肝煎
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［史料 11］
















































　　　　　　　　　　　　　　　長 左 衛 門㊞　
［史料 13］

































　　　　　　　　　　　　　　　三 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　　同






　　　長 重 郎 殿
［史料 14］


























































　　　　　　　　　　　　　　　長 左 衛 門㊞　
［史料 16］
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　　　丑十一月　　　　　　　  遠 山 長 七 郎　
　　　　　　　　　　　　　　  岩 堀 万 蔵　


















































































　　　　　　　　　　　　　　　与 右 衛 門㊞　
　湊長左衛門殿
［史料 19］
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　　　　　　　　　　　　　　　弥 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　　打当村地主


























　　　　　　　　　　　　　　多 右 衛 門預り　
　同弐石　　　　　　　　　　丹 之 助
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　　　　　　　　　　　　　　　久 左 衛 門㊞　
［史料 23］
















　　　　　　　　　　　　　　　善 左 衛 門㊞　
　　庄司元五郎殿
［史料 24］












天保 14（1843）年 11 月「田地売券証文之事（写）」
（湊榮興家文書 146、状 1）
　　　田地売券証文之事

















　　　卯十一月十一日　　　金 左 衛 門判　
［史料 26］



























　　　　　　　　　　　　　　　名 右 衛 門㊞　
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同
　　肝煎 長 之 助㊞　
　長左衛門殿
［史料 28］




水無村源蔵渡リ分   符人





























































　内二千九百苅 荒 瀬 村　
　同八百苅 伏 影 村　
　同千九百五拾苅 根 子 村　
　同七千七百五拾苅 幸屋渡村　




一、同三万六千百五拾苅　　　源 蔵 渡 リ　
　内千三百苅 荒 瀬 村　
　同弐千七百五拾苅 土 倉 村　
　同六千七百苅 根 子 村　
　同三千五拾苅 笑 内 村　
　同五千七百弐拾苅 幸屋渡村　
　同六千八百五拾苅　　　　　　　　幸 屋 村　





































































　　　　　　　　　 天保四巳年分　九 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　中村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 天保七申年分　弥 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　幸屋村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同八酉年分    　長　　　治㊞　
　　　　　　　　　　　　　打当村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同九戌年分　   伊 左 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　戸鳥内村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同弘化元辰分　作 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　幸屋渡村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同　　　　　久 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　笑内村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同　　　　　金 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　茅草村
　　　　　　　　　　　　　　同
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　　　　　　　　　 同三午年分　   吉 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　伏影村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同　　　　　九 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　土倉村
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　 同　　　　　藤 右 衛 門㊞　
［史料 31］







　内 四 百 苅　　　　　   　作 右 衛 門 　
　　　　　　　　　　　　同本吉分・貴太郎
　同 四 百 五 拾 苅　　　　　   　六 右 衛 門 　
　　　　　　　　　　　　同清四郎・治五平
　同 弐 百 五 連 苅　　　　　   　治 五 兵 衛 　
　　　　　　　　　　　　同作右衛門分





　同 三 百 苅　　　　　   　三郎右衛門　
　同百弐拾五連苅　　　　　   　喜 平 治 　
　同百弐拾五連苅　　　　　   　万 之 丞 　
　　　　　　　　　　　　同本孫平分・弥右衛門
　同 千 苅　　　　　   　弥 右 衛 門 　
　　　　　　　　　　　　同本貴左郎分




　内 四 百 五 拾 苅　　　　　   　太　郎　八　
　同 三 百 苅　　　　　   　太多右衛門　
　同 三 百 苅　　　　　   　清 太 郎 　
　同 百 五 拾 苅　　　　　   　善 助 　
　同 百 五 拾 苅　　　　　   　喜 太 郎 　
　同 百 苅　　　　　   　九　兵　衛
　同 弐 百 苅　　　　　   　八 助 　




　内 三 百 苅　　　　   　　佐 太 郎 　
　同 三 百 苅　　　　   　　佐治右衛門　





　内 三 百 苅　　　　   　　市 兵 衛 　
　　　　　　　　　　　　本半之助
　同 百 苅　　　　   　　市 太 郎 　
　　　　　　　　　　　　同
　同 百 苅　　　　   　　市 郎 兵 衛 　
　　　　　　　　　　　　同
　同 百 苅　　　　   　　牛 之 助 　
　　　　　　　　　　　　同
　同 弐 百 五 拾 苅　　　　   　　勘 六 　
　　　　　　　　　　　　同
　同 百 五 拾 苅　　　　　   　万 之 丞 　
　〆之外七 拾 苅　　　　　　　松 右 衛 門 　
　同　　七 拾 苅　　　　　　　助 左 衛 門 　
同町長四郎渡リ
一、同四百苅
　内 弐 百 苅　　　　　   　勘 兵 衛 　
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　　　　　　　　　　　　　同　仁 左 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　同　作 太 郎㊞　
　　　　　　　　　　　　　同　六 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　同　半 三 郎㊞　
　　　　　　　　　　　　　同　市 左 衛 門㊞　










一、田地八百苅　　　　　　　　　正 左 衛 門 　
　　　　　　　　　　　　　　銀山町
一、同弐千弐百苅　　　　　　　利左衛門渡　
　内 三 百 苅　　　　   　　藤　兵　衛　
　同 五 百 五 拾 苅　　　　   　　藤　四　郎　
　同 弐 百 五 拾 苅　　　　   　　山　　　助　
　同 百 苅　　　　   　　正 左 衛 門 　
　同 四 百 五 拾 苅　　　　   　　伊　之　助　
　同 弐 百 五 十 苅　　　　   　　長　　　多　
　同 百 苅　　　　   　　喜 右 衛 門 　
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　　　　地 主 衆 中
［史料 35］







































　　　　　　　　　　　　　　　七 郎 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　善 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　惣 兵 衛㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　文 左 衛 門㊞　










　　　　同 勇 吉 殿
［史料 36］
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　文政十二　　　　　　　　　岩 堀 万 蔵　



















































慶応元年　　　　　　　湊 長 左 衛 門㊞　
　丑十一月五日　　　　長名善左衛門㊞　
　　　　　　　　　　　　　長 十 郎㊞　
　　佐藤正治殿　　　　　与 右 衛 門㊞　
　　　　　　　　　　　　　伊 三 郎㊞
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　　　　　　　　　　　  　　佐 藤 正 治㊞
　　庄司為吉殿　　　  　長名
　　　　　　　　　　　  　　　善 左 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　  　同


















　慶応二年　　　　　　　　  　善 左 衛 門㊞　
　　寅七月　　　　　　　　  　長 重 郎㊞
　　　　　　　　　　　　　  　与 右 衛 門㊞
　　　　　　　　　　　　　  　伊 三 郎㊞
　　　根子村　　　　　　　  　長 右 衛 門㊞
　　　　佐藤正治殿　　　  　兵　　　吉㊞
　　　　　　　　　　　　　  　慶 之 助㊞
　　　　　　　　　　　　　  　五 郎 惣㊞
　　　　　　　　　　　　　  　平　　　八㊞
　　　　　　　　　　　　　  　市 五 郎㊞
［史料 43］
















　庄司為吉様　　　　　　　　佐 藤 正 治　
［史料 44］






































　　　　　　　　　　　　　　渡 辺 藤 次㊞　
［史料 46］













　慶応三年　　　　　　　　　林 源 之 助㊞　
　　十二月　　　　　　　　　長瀬安太郎㊞　
　　　　　　　　　　　　　　川 井 才 治　　









　慶応三年　　　　　　　　　林 源 之 助㊞　
　　十二月　　　　　　　　　長瀬安太郎㊞　
　　　　　　　　　　　　　　川 井 才 治　　









　慶応三年　　　　　　　　　林 源 之 助㊞　
　　卯十二月　　　　　　　　長瀬安太郎㊞　
　　　　　　　　　　　　　　川 井 才 治　　
　　　　　　　　　　　　　　岩 間 文 蔵㊞　
［史料 47］






























慶応 4（1868）年 6 月「覚（年行事諸割銭の取り
立て困難のため 9 月新穀まで日延願につき）」
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　十月十九日　　　　　　　　  　庄 司 為 吉
　　湊長左衛門殿
　　同 勇 吉 殿
［史料 63］
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一、米六拾八石  　 当寅年小売米ニ而郷備へくり合
ニ相成候分
一、　  内弐拾五石  木山米ニ而正治承り候分
　　　同弐拾五石  三拾五石拝借米之内花前有之
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［史料 70］













































　明治四年　　　　　　　　湊 長 左 衛 門㊞　
　　未六月　　　　　　　同見習い
　　　　　　　　　　　　　湊 　 勇 　 吉㊞　
　　　大川捨蔵殿　　　同村長百姓　　

















　　　　敬 之 助 殿
